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実験J(e.g. Boutier and Kelly 2001; Zapotocny et al. 
2007）や， （主に線形等の仮定を置いて）観測インパ
クトの診断 ・推定を行う「感度解析」（e.g. Langland 


















(Kobayashi et al. 2014）は， 気候変化や長周期変動の
解析という本来の用途以外にも，JRA-55との比較に





























が必要である Noguchiand Kobayashi (2018）による
示唆や，SSWの生起・発達が，対流圏からの波強制の
みならず， 成層圏循環場構造の詳細にも大きく依存
することが近年指摘されている （e.g.Noguchi et al. 
























(M則－AGCM,e.g. Mizuta et al. 2012）を，Noguchiet al. 
(2016）や Mukougawaet al. (201 7）と同様の設定で用
いた水平解像度は Td59（格子間隔は約 110凶），















Yabu et al. 2014）により作成したこのシステムは，
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色， 悪化を青色で示し， それが統計的に有意 （Weltch
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図 2.予報成績の時間 高ー度断面図．アンサンプノレ平均予測場における北緯 20度以北の高
度場のアノマ リー 相関係数 （対 JRA-55）を，上段から順に D・15，ー10,-5, 0, +5からの予
報結果について表示縦破線で DOを示す左列：JRA-55開始予報の成績について，SSW
20事例の平均を表示．右列：上記の，JRA・55C開始予報の成績からの偏差を表示．差が統








and Thompson 2009）について，両予報セッ ト聞の差
を吟味し （因坊，下部成層圏で最も大きなインパク
トが生じていた，1985年 1月 1日に生起した SSW
に対して D-10(1984年 12月22日）から開始した予
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ツクス （Andrewset al. 1987）およびその収束発散の，
JRA・55および JRA-55Cからのアンサンブ、ル平均
予測結果について， 予報開始 1-3日目の， 12月 23日
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図4.衛星観測インパクトの顕著事例における場の概観.1985年 1月 1日に生起した SSWに対する，
D・10からのアンサンブル予報結果.JRA・55開始の予報を赤線で，JRA・55C開始の予報を青線で示す．
(a) 30 hPaにおける北緯 70度以北での領域平均楓度および （b)50日aにおける北緯45度から75度
で領域平均した E-Pフラックス鉛直成分の時系列.D・15から D+15までの期間について表示．太線
でアンサンブル平均，陰影の幅でそこからのメンバー問標準偏差の半値を示す．また，各再解析を破
線で示す.(c）予報開始 7日目 （D-3）における成層圏周極渦の縁の等値線図． 下部成層圏から上部成
層固までの各等温位面 （550,650, 750, 850, 1000, 1200, 1400 K）の図を重ねて，3次元的に極渦の形態を
表示．細線で各メンバ一太線でアンサンブル平均の場について示す
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図5.衛星観測インパク トの顕著事例における予報開始直後の帯状平均場.(a)JRA-55および （b)JRA-
55Cから開始した予報における，東西風 （等値線，間隔 5m s・1）と E-Pフラックス （矢印，気圧の平
方根で鉛直方向に規格化： kgs・2 Pa・0 5）およびその収束発散 （色， ms・l a-1）の緯度 高ー度断面図．予報開
始 1・3日目 （D・9から D・7）で期間平均した，アンサンプル平均場を表示 （c）両者の差 ［（a）・（b）］.東










































の生起 5 目前からの捕捉率が平均と して 20% 程低
下してしまうことが明らかとなったこの 5日前と
いうタイミングは，今回の再予報実験結果および多
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